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医療 ADR の多元的機能 

早稲田大学 和田仁孝 
 
１．ＡＤＲの概念と基本的視座 
  
２．民事訴訟の目的と、ＡＤＲの目的 
 
３．医療事故をめぐるニーズ 
 ・原因究明・再発防止 
 ・対話と情報共有 
 ・賠償・補償 
 
４．医療事故ＡＤＲに関連する応答的機能 
・対話機能＝説明・情報共有の支援 
・事実認定（原因究明）機能 
・賠償・補償に関する合意形成 
   

５．総合的事故対応システムへのＡＤＲの位置づけ 
 

６．その他 
 ・報酬規程 
 ・専門性の意義 
 ・海外の例 

  

資料 ２ 
第７回医療 ADR 連絡調整会議 

平 成 2 ４ 年 ９ 月 ２ １ 日 
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英国の医療紛争対応システム 
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申立の内容（分類Ａ） 
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フランスの医療事故賠償・補償システム 
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